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第８次北海道酪農・肉用牛生産近代化計画（素案）の修正について 

頁・項目 素案 修正案 

P4 

ウ 経営管理

能力の向上 

 

生産者における生産・経営データの数値的情報の管理や

分析、第三者的視点を取り入れるための経営コンサルティ

ングの活用、ＧＡＰや農場ＨＡＣＣＰ手法の活用による生

産性の向上など、経営管理能力の向上を促進します。 

生産者における生産・経営データの数値的情報の管理や分

析、第三者的視点を取り入れるための経営コンサルティング

の活用、ＧＡＰや農場ＨＡＣＣＰ手法の活用など、経営管理

能力の向上を促進します。 

P6 

ア 次世代に

つながる人

材の確保・

育成 

 

経営者には、従業員の労務管理や経営資源を有効活用で

きる高度な経営管理能力が求められているほか、規模拡大

を伴う場合には地域に果たす役割が大きくなってきます。

このため、食品安全や家畜衛生に加え、労働の安全等を確

保するためのＧＡＰなどの取組を通じて、優れた経営管理

能力に加え、地域社会との良好な関係性を保つ人材育成を

推進します。 

経営者には、従業員の労務管理や経営資源を有効活用でき

る高度な経営管理能力が求められているほか、規模拡大を伴

う場合には地域に果たす役割が大きくなってきます。このた

め、経営者が生産技術や経理処理はもとより、食品安全や家

畜衛生、労働の安全等を確保するためのＧＡＰなどの取組を

通じて、優れた経営管理能力に加え、地域社会との良好な関

係性を保つ重要性の認識を高めることを目指した人材育成

を推進します。 

P9 

１ 生乳の安

定的な生産 
（新規） 

安定的な生産を実現するためには、需給の安定を図ること

が重要なことから、国及び酪農乳業関係者と連携しながら、

全国レベルでの需給調整機能の構築に努めるなど、生産者が

安心して生産に取り組める環境づくりを推進します。 

P9 

(１)生産資材

の適切な利

用 

…。安全・安心で高品質な牛乳乳製品に対する需要や、

生乳の広域流通で求められる品質等に的確に対応してい

くため、関係機関・団体と連携し、引き続き総合的な観点

からの乳質改善に取り組むとともに、生産者段階でのポジ

ティブリスト制度に対応した農薬や動物用医薬品等の適

正使用の徹底や、ＧＡＰやＨＡＣＣＰ等を活用した生産履

歴の記帳・保管、乳房炎対策としても重要な搾乳機器の適

…。安全・安心で高品質な牛乳乳製品に対する需要や、生

乳の広域流通で求められる品質等に的確に対応していくた

め、関係機関・団体と連携し、引き続き総合的な観点からの

乳質改善に取り組むとともに、ＧＡＰや農場ＨＡＣＣＰの考

えに基づき、生産者段階でのポジティブリスト制度に対応し

た農薬や動物用医薬品等の適正使用の徹底、生産履歴の記

帳・保管、乳房炎対策としても重要な搾乳機器の適正使用の
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正使用の取組を推進します。… 取組を推進します。… 

P29 

Ⅶ その他酪

農及び肉用牛

生産の近代化

を図るために

必要な事項 

（新規） 

２ 新型コロナウイルス感染症等を踏まえた業務継続に向

けた取組 

  酪農・畜産業及びこれらの関連産業は、食料の安定供給

に重要な役割を担っていることを踏まえ、新型コロナウイ

ルス感染症等に対する予防対策の徹底はもとより、万が

一、感染者が発生した場合においても、優先的に実施する

業務の継続が可能となるよう、生産者や生産者団体、流通

事業者、飼料製造業者等の連携による体制の構築を推進し

ます。 

 


